
1 牧  草 (畜試車地部)

イネ科牧車を主とした奨励品種の改廃が検討され,オ
ーチャー

ドグラス, 3品 種,チ モシー 2品種,ィタリアンライグラス, 2品 種

を編入,各 1品種を廃止した。 トールフエイスクは2品種が編入

した。その結果,従 来より利用目的 (放牧,採 車)や 栽培環境に

よって車種と品種の選択が容易となった。

(1)背 景 と特徴

牧草の栽培は単に草種の選択にとどまらず利用目的や栽培環境に適 した優良品種を選ぶ段

階にきている。県では昭和 45年 以来奨励品種の改廃を行っていないが,最 近品種改良及び

育成が進み優良品種の流通が多く, また現奨励品種の種子の増殖中止など現状に即応しない

品種が奨励されたままであったので,昭 和 52年 からの牧草品種適正調査事業からの成績を

もとに奨励品種の改廃を行なった。

(勢 改 廃品種名と改廃の理由

車種 品 種 名 改廃別 改 廃 め 理 由

オ

ー

チ

ヤ

ー

ド

グ

ラ

ス

キ タ ヽ Ｈ
ソ

フト クサ ド リ

ボ トマ ツ ク

北海道在来種

編 入

編 入

編 入

廃 止

寒冷地に適し,採 草または放牧兼用種として多収品種である。出

穂期は北海道在来種と同期でこれに変る品種として編入 した。

耐病性,耐 寒性にすぐれ出穂期は奨励品種のアオナミより8～

10日遅い晩生種であるが多収品種で,少 回採車,晩 生種として編

入 した。

早生種であるが年間通して生産力が高い。耐病性,耐 寒,耐 暑

性があり,い ずれの地域,利 用法にも適する。

耐病性,収 量性が劣 り,斉 一性にややかける。

チ
　
　
モ
　
　
シ
　
　
ー

ホ ク  オ  ウ

ノ サ ッ プ

北海道在来種

編 入

編 入

廃 止

耐病性あり,再 生良好で夏から秋の収曇が比較的高く,出 穂基

数が多く採専用として好適である。

耐病性,耐 寒性にすぐれ,ク ライマックスに優る収量を示す多

収品種で寒冷地の採草利用に適す。

耐寒性は強いが,斑 点病,条 葉枯病に弱く,葉 部割合が低く,

収重性が劣る。
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草種 品 種 名 改廃別 由理の廃改

ト

i

ル

フ

ス

ク

ヤ マ ナ ミ

ホ ク リ ョウ

編 入

編 入

耐病性はケンタッキー31フ ェスク並みであるが,夏 枯れに強

い抵抗性を示 し,収 量の季節分布が良 く,安 定 した収曇を示 し,

放牧地に適す。

出穂期はケンタッキー31フ ェスクより約 12日 遅い晩生種で

耐病性,耐 寒性が強い多収品種である。やや夏枯れに弱いので寒

冷地の採草,又 は放牧兼用に適す。

イ
タ
リ

ア
ン
ラ
イ
グ

ラ

ス

とタチアオ バ

エ ス

オオバヒカ リ

ワセ ヒカ リ

編  入

編  入

廃  止

雪腐病抵抗性が強く,安 定した越冬率を示 し,生 育旺建で多収

品種である。晩生種であリオオバヒカリにかわる品種である。

雪腐病抵抗性が最 も強く,越 冬率が高い。初期生育旺磁で越夏

後の生育もよく,年 間を通じて多収である。

種子供給事業が中止され,種 子の入手が困難となった。

岩手県における奨励品種 (参考)

マ ン モ ス A

マ ン モ ス B

ヒタ チ ア オ バ

継続 |クライマックス

編入 |ホ ク  オ  ウ

ィ |ノ  サ  ッ  プ

キ タ ミ ド リ

オ カ ミ ド リ

ポ ト マ ッ ク

オ チ ャードグラス チ モ シ ー トール フェス ク イタリアンライグラス

種種種種
ロ
ロロ

ケンタ ッキー

3 1 フェス ク

マ ナ  ミ

ク リ ョ ウ

B ロ

ヤ

　

　

ホ

継続

編入
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13)品 種の来歴及び特性

種 名

キ タ ミ ド リ

(農林 2号 )

(OECD登 録)

オ カ ミ ドリ

(農林合 3号 )

ポ トマ ック

(OECD登 録)

性特び及歴来

1.来 歴  ・ 北海道在来種のうち市阪種,篠 路産,北 札幌産,当 別産およ

び割魅 の種子を育成母材とし,一 世代の集団選抜によって育

成された。

2.特  性  ・ 形態的には 「アオナミ」と類似しており車型は直立に近い。

岩手県中央部では5月 20日出穂始, 5月 27日頃出穂期に達す

る早生種である。条葉枯病についてはやや強く,雲 型病には

やや弱い。耐寒性はかなり強い。

3.適  地  ・ 高冷地に適 し,採 車又は採草放牧兼用種として多収穫が期待

できる。また刈取 り後の再生がすぐれているため強度な放牧

・XU取りに適している。

4.種 子供給 ・市販されている。

1.来 歴  ・ 北海道内の在来種 と外国品種から約 14,000個体を選抜基礎集

団として養成 し,多 交配後代検定を経て, 8栄 養系を選抜 し

これを構成母材とする合成品種法により農林省北農試で育成

葉長,葉 幅は共に 「キタミドリ」より大きく,業 部割合が高

い。出穂期は 「キタミドリ」より約 8日 遅く晩生種である。

雲型病,条 葉枯病などの葉枯性病害にはかなり強い。耐寒性

は極強と判定されている。耐寒越冬性もかなりすぐれている

早春及び秋の伸長はやや鈍 く少回利用に適す。

3.適 地  ・ 高寒冷地に適 し,冬 枯れの心配はない。温暖 ・乾燥地では夏

枯れによる繰地の発生が多い。出穂数が多く1番草が多収な

ので採草利用に適す。

4.種子供給 ・昭和55年 から流通し始めている。

1.来 歴  ・ メリーランドなどの古い車地から収集した個体を育成母材と

し集団選抜によって米国ベルツビル植物試験場で育成された

2,特 性  ・ 草型は直立で葉幅はやや細 く,葉 は模い緑色を示す。草丈は

中位である。出穂期は 「アオナ ミ」 「キタミドリ」より約 3

日早い早生種である。黒さび病,雲 型病にやや強い。ある程

度の耐寒性及び耐暑性を備えている。適応性が高くいずれの

地域,利 用法でも生産力は高い。
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草種 品 種 名 性特び及歴来

３

　

４

適 地  。 東北地方の広い範囲で栽培可能である。

種子供給 ・市販されている。

チ

ホ ク オ  ウ

( O E C D 登録)

|     |

1.来 歴  ・ ソ連邦ウクライナ地方c

を行い4系 統を育成 しブ

札幌研究農場である。

2.特 性  ・ 車型は直立型で出穂茎教

よりやや早く,県 央で,

枯病に対してやや抵抗性を有する古再生 も良好で夏から秋の |
|

収重も比較的高い。                   |

3.適 地  ・ 北海道,東 北の各地に適す。採草用 として好適である。   |

4.種 子供給 ・市販されている。                    | |

ユ.来 歴  ・ 海外及び国内より導入収集した育種母材について,個 体選抜,|

栄養系さらに多交配による組合せ能力の検定を順次行って41

栄養系を選抜し,合 成品種法により育成 した。       |

2.特 性  ・ 茎は太く葉がやや大きく多葉である。出穂期はクライマック 1

スよりやや早い早空t品種で2～ 3番 草における出穂が顕著で |

ある。斑点病及び黒さび病抵抗性は強い。再生が良好で年間 |

収量は高い。                    |

3.適 地  ・ 早生用採草品種として高標高地帯に適する。        1

4.種 子供給 ・昭和 52年 に登録されたばかりであり,昭 和 56年 より市販 |

される予定である (カナダで増殖中)          |

ヤ マ ナ ミ

(農林合 2号 )

(OECD登 録)

ホ ク リ ョ ウ

(農林合 1号 )

(OECD登 録)

適 地

種子供給

1.来 歴  ・ 農林省北海道農試でアメリカ及びカナダより導入した6品 種

を育種母材 として選抜を加える。合成品種法により育成した。

2.特 性  ・ 車型は中間型に近 く車丈はやや低い。葉tよやや細 く葉色は模

緑である。出穂期は 「ケンタッキー31フ ェスク」とはぼ同

じ傑 で5月 28日 頃である。夏枯れには強い抵抗性を示す。

収曇の季節的分布が良好で早春から晩秋まで比較的安定 した

収霊を示 し放牧地に適する。

広域適応の品種であるが県南地方により通す。

昭和 55年 より市販されている。

1.来 歴  ・ 農林省北海道農試の場内に自生する生態型を育種母材として

選抜を加え,合 成品種法により育種 した。
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草種 品 種 名 性特び及歴来

ス

ク

特 性  ・ 車型は直立型で草丈高く多葉で葉も大きい。出穂期は 「ケン

タッキー31フ ェスク」より約 12日 遅い晩生種である。出

穂茎が少なく業部割合が高い。冠さび病,網 斑病に対して抵

抗性を示す。冬枯れに強いが夏枯れにやや弱い。 1番刈 りの

刈取適期が遅れるので年 2～ 3回 程度の刈取 りに適す多収品

種である。

適 地  ・ 寒冷債雪地帯に適する。

種子供給 ・昭和 55年 より市販されている。

3

4

イ

タ

リ

ア

ン

フ

イ

グ

ラ

ス

ヒタチアオバ

(農林合 4号 )

④ ECD登 録)

1.来 歴  ・ オラングで育成された4倍 体の6品 種を素材 として茨城県畜

産試験場において育成 した合成品種である。

2,特  性  ・ 草型は偏ほお、く型で草丈高く,葉 幅広く,葉 色は緑色で多葉

性である。茎は太く,墓 数は中程度,種 子は大粒で全体的に

4倍 体の特徴となっている。晩生種に属し,耐 病性は斑点性

病,冠 さび病,雪 腐病は既存の国内育成種より強い。

3.適  地  ・ 寒冷債雪地帯にも適する。

4.種 子供給 ・市阪されている。

エ  ー   ス

④ E C D申 請

中)

1.来 歴  ・ 雪印種苗KKに おいて4倍体イタリアンを母材にし集団選抜

法により育成された。

晩生型 4倍体で茎が太く葉が大きい。初期成育が旺態で再成

も良好であり,越 夏後の収曇も多く,年 間通 して多収で短期

利用,長 期利用のどちらにも向く。夏期に発生する冠さび病

に抜群に強 く,暑 さに対する抵抗性にすぐれ,雪 腐病に対 し

て強く各枯れ率が少ない。

債雪地帯に適する。

市販されている。

性特2.

3 . 適 地

4.種 子供給
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(4)主 要成果の具体的データ

◎オーチャー ドグラス

出  穂  期
5カ0 6/1 6カ 0

春の伸長性
50    60

秋の伸長性
50   60 賤

‐００
物乾

９０

キ タ ミ ド リ

オ カ ミ ド リ

ア オ  ナ  ミ

potom a c

一  l

一

1

コ

¬

l

1

1

1

1

l

1

【

1

図 1 出 穂期と車丈伸長性および収量 (3カ 年平均)

◎ チ モ シー

図 2 出 穂期と車丈仲長性および収量

◎ トールフェスク

てk 9 /α)

(k9/α )

ぺ 【里
出  穂  期

6/■6 6/20 6/80

春の 仲長性

35 40  45

秋 の伸長性

50    60

乾 物 収 量

1的 110 120

ホ ク シ ュ ウ

クライマックス

ホ ク  オ  ウ

一 :

一  l

―  l

l

l

l

i

1

1

l

-1

項 目

品種

出 穂  期
5/20 6//1  6/40

春の伸 長性

40    50

秋の伸長性

踊   6 5

乾 物 収 曇

100   110

ナヤ マ

ホ ク リ ョ ウ

K 3 1フ ェスク

一

- 1

一

:

l

I

】

l

1

1

|

1

図3 出 穂期とヽ丈伸長性、裸地率および収量 (3カ年平均)    (k9/α )
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